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平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46
分

に
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３

の
直
下
型
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
。

６
、４
３
４
人
の
死
者
の
う
ち
９
割
が
建

物
倒
壊
に
よ
る
圧
死
で
し
た
。
そ
の
後

の
調
査
で
、
倒
壊
家
屋
か
ら
救
出
さ
れ

た
人
は
、
95
％
が
自
力
に
よ
る
脱
出
ま

た
は
、
家
族
や
近
所
の
人
な
ど
に
よ
る

救
出
で
、
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊
な
ど

に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
た
人
は
、
わ
ず
か

２
％
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
大
災
害
で
は
、
道
路
の
損
壊
、
水
道

管
の
破
損
や
停
電
な
ど
に
よ
り
都
市
機

能
は
ま
ひ
し
、
市
、
警
察
、
消
防
な
ど

の
防
災
機
関
も
十
分
に
対
応
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
助
（
自

分
自
身
を
守
る
こ
と
）・
共
助
（
近
隣

住
民
の
助
け
合
い
）
が
大
変
重
要
で
す
。

　
こ
う
し
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
自
発
的
に
初
期
消
火
、
救
出
、

集
団
避
難
、
給
水
・
給
食
な
ど
を
行
う

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
が
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
平
常
時
に
は
、
地
域
の
防
災
環
境

（
危
険
個
所
、
避
難
所
、
避
難
経
路
）

の
確
認
、
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
実
施

な
ど
災
害
に
備
え
る
た
め
の
活
動
を
し

ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
初
期
消
火
や

救
出
・
救
助
、
避
難
誘
導
、
避
難
所
の

管
理
・
運
営
な
ど
人
命
を
守
り
、
被
害

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
行
動
し
ま
す
。

　
市
で
は
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
当

た
り
、
活
動
に
使
用
す
る
小
型
動
力
ポ

ン
プ
、
給
水
タ
ン
ク
な
ど
の
資
機
材
の

購
入
費
用
や
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

の
啓
発
活
動
に
要
す
る
経
費
な
ど
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
支
援
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
地
域
安

全
推
進
室
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
地
域
安
全
推
進
室

　
　
０
８
６
９
―

２
２
―

３
９
０
４

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

自
主
防
災
組
織
の
活
動
内
容

市
の
支
援
制
度
を
活
用

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
活
性
化
を

89

　結成に当たっては、市地域安

全推進室に相談した上で、次の

手順を参考に行ってください。

①調査

　被害想定や過去の状況などを

調べ、自主防災活動の重要性を

確認する。

②タイプの選択

　自主防災組織には次のような

タイプがあるので、地域の実情

にあっているものを選択する。

・重複型

　自治会の役員が自主防災組織

　の代表者、役員を兼ねる。 

・連合型

　字単位などで複数の自治会が

　まとまって結成する。 

・別組織型

　自治会が中心となって、自治

　会とは別に自主防災組織を結

　成する。

③活動計画・組織体制の決定

　自治会の役員会などで、自主

防災組織の役員、班体制、活動

計画などを決定する。

④総会で決定

　自治会の総会で、自主防災組

織の結成案を議題とし、討議・

可決する。

⑤市への届け出

　市地域安全推進室へ届け出を

行い、活動を開始する。

自主防災組織の
結成方法（参考）

　宝永地震（１７０７年）、安政南海地震（１８５４年）、昭和南海地震
（１９４６年）など東海～南海地域では、約１００～１５０年の間隔で巨
大地震が繰り返し発生しています。
　すでに前回の南海地震が昭和21年に発生してから62年が経過してお
り、いつ起こってもおかしくありません。
　本市における震度は５強から６弱と予想されていて、多数の家屋の
倒壊、最高３ｍに達する津波、がけ崩れなど、大きな被害発生が懸念
されます。

岡山県に被害を
　もたらした巨大地震

　－昭和南海地震－

○発生日時　１９４６（昭和21）年
　　　　　　12月21日　午前４時19分
○地震源　　和歌山県潮岬沖
○マグニチュード　Ｍ８．０
○地震動　水平方向の揺れが数分続く
○震　度　岡山県南部　震度４～６
○岡山県の被害
　・人的被害　死者52人
　　　　　　　負傷者１６２人
　・建物被害　全壊１,２０１戸
　　　　　　　半壊２,７０７戸
　・その他　　電気通信線の破壊
　　　　　　　堤防決壊、道路損壊　など
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自力による
脱出

家族による
救出

近所や
居合わせた
人による
救出

32％

28％
35％

その他 3％
消防・警察・自衛
隊などによる
救出 2％

阪神・淡路大震災時の倒壊家屋
からの救出内容
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